
齢

す
う
も
の
に
之
れ
を
踏
め
v
是
等
論
語
に
聡
す
る
諸
般
の
事
項
を
史
實
，
傳

蓮
、
紗
窺
、
刊
刻
の
四
槻
に
分
ち
睡
れ
護
れ
年
代
に
随
ひ
て
列
記
し
れ
る
も
の

録
り
。
論
語
外
編
及
び
和
論
語
、
女
四
書
の
如
き
そ
の
内
容
全
く
論
語
達
擁

ご
か
ら
ざ
る
も
の
も
、
爾
そ
の
名
を
舐
り
t
る
は
論
語
流
行
の
蟻
呪
を
見
る

べ
｝
∵
も
の
孟
・
し
て
取
め
あ
り
Q
上
巻
に
．
は
序
説
“
」
・
し
て
孔
子
の
略
傳
亀
払
醐
皿
…

の
編
纂
、
嗣
代
に
於
け
る
論
語
の
影
響
，
漢
代
以
後
東
西
諸
國
に
於
け
る
論

語
流
行
の
概
魏
を
揚
げ
あ
り
。
本
編
ほ
即
ち
年
譜
に
し
て
爾
附
録
ピ
・
し
て
窟
一

翼
並
に
索
引
を
附
す
。
霧
翼
四
十
三
葉
は
論
譜
の
古
配
本
，
哲
刊
本
の
柿
を

見
ろ
べ
く
好
勢
輪
帯
智
れ
り
。
索
引
亦
苦
名
索
5
1
人
名
誉
5
1
、
論
語
5
1
用
語

句
索
引
に
分
ち
用
意
屑
到
な
り
（
大
倉
書
店
．
偵
三
、
八
○
）

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
じ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
も
　
　
も

　
　
　
　
⑱
満
…
韓
地
理
歴
史
研
究
報
告
　
第
三
　
東
京
帝
掃
墨
學
交
科
大
黄

大
正
2
9
菩
一
月
南
満
洲
鐡
道
蛛
式
會
瀧
の
逼
塞
に
よ
り
満
洲
及
び
朝
鮮
の
地

理
歴
史
を
研
究
ぜ
う
も
の
に
・
し
て
鐵
利
考
（
池
内
蜜
）
，
遼
の
遼
爽
経
略
（
津
閏

左
右
吉
）
五
代
の
世
に
於
σ
る
契
丹
（
松
戯
画
）
遼
代
紀
年
考
（
松
井
等
）
元
代

蔽
會
の
三
階
級
（
箭
内
互
）
を
列
星
・
し
附
㈱
間
こ
し
て
鐵
底
豆
附
圃
あ
り
。
　
〔
以

上
那
波
〕

　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
レ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
　
⑩
繊
芥
櫨
秘
馬
競
一
鞭

累
亥
鼎
革
以
雍
支
那
各
地
油
魚
解
し
か
ご
上
海
認
り
萎
趨
れ
り
し
か
ば
、

潰
老
の
善
本
を
携
へ
地
を
悪
け
て
磨
る
も
の
多
し
。
禰
芽
棲
は
公
司
の
カ
を

以
て
そ
れ
等
の
諸
材
料
を
蒐
羅
・
し
敗
藏
最
も
窟
む
ミ
い
は
ろ
。
鏡
立
笈
ほ
そ

、
第
二
巻
　
　
紹
　
介
　
　
圃

書

　
の
中
よ
り
忠
傳
，
纏
翁
客
麺
犀
．
細
論
再
認
、
識
小
録
の
四
種
を
揚
ぴ
ズ
第
一

　
集
ε
な
し
之
を
八
冊
…
に
分
ち
て
出
版
ぜ
る
も
の
な
り
。

　
　
忠
傳
に
永
樂
大
典
の
巻
筆
八
五
の
下
半
ミ
管
外
八
六
ミ
の
原
本
を
影
印
琶

　
る
も
の
に
・
し
て
、
大
典
の
曲
部
は
撰
人
を
碧
さ
す
。
丈
淵
閣
書
員
亦
之
を
載

　
ぜ
す
O
大
消
口
に
■
閣
外
口
の
鳶
口
を
取
り
・
し
一
溜
芒
す
べ
・
し
O
　
田
一
庫
総
n
日
に
し
μ
轟
仔
n
口

の
部
に
錐
し
、
四
巻
あ
り
蕊
へ
こ
，
今
春
す
ろ
所
の
大
典
に
ほ
嘉
ド
文

　
至
適
の
子
熊
よ
り
薫
糾
孔
明
宋
堤
苑
押
俺
等
を
纏
て
元
の
蹄
嚇
じ
壷
リ
イ
、
庇

　
ま
り
、
武
臣
な
け
れ
ば
完
書
に
あ
ら
す
〇
四
庫
存
目
中
の
書
も
流
傳
少
く
し

　
大
典
縫
更
に
稀
な
り
O
そ
の
交
を
見
ろ
に
流
動
本
馬
融
の
忠
騨
…
を
以
て
主
ご

　
な
し
、
宋
引
墨
謡
の
艦
に
倣
ひ
望
事
を
引
い
て
以
て
之
を
嗣
画
し
、
毎
事
皆

紅
像
を
附
ぜ
る
も
、
寵
事
箪
簡
蓮
俗
に
・
し
て
史
上
の
仙
翁
に
賛
で
る
に
足
ら

　
す
、
惟
全
膿
の
髄
裁
を
見
ろ
べ
・
し
。

　
　
縦
墨
客
揮
犀
十
巻
に
宋
の
曲
乗
の
撰
り
此
書
亡
扶
久
し
か
り
し
を
今
般
宋

本
を
得
．
毎
葉
＋
入
行
暴
行
＋
八
宇
の
儘
本
書
に
過
刻
ぜ
り
。
内
容
α
腿
筆

　
鷹
に
・
し
て
往
々
有
釜
な
ろ
史
料
を
含
め
d
り
。

　
　
復
齋
H
記
二
巻
は
明
の
詐
浩
の
携
。
明
代
前
傘
の
朝
政
を
記
・
し
、
悶
セ
穣

　
代
の
別
録
に
及
ぶ
。
然
れ
こ
も
正
統
馬
齢
の
問
の
土
木
の
攣
搬
政
復
瀞
等
の

　
事
尤
も
詳
密
な
り
。
大
約
氏
文
蕪
の
永
束
日
託
な
ご
ビ
相
続
襲
・
し
、
皆
…
時

’
の
見
剛
を
傳
蓮
ぜ
り
。
原
本
は
桂
漏
錯
聴
甚
多
か
A
り
し
か
ご
よ
く
校
正
・
し
て

　
本
書
を
成
ゼ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

第
二
號

一
山
ハ
三
　
　
（
三
四
九
）



第
二
巻
　
　
紹
　
介
　
　
躍

数
L一，1

　
識
小
錐
四
巻
ほ
研
究
清
初
の
徐
樹
盃
の
撰
。
記
事
多
く
俗
詩
雑
説
の
類
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜜

れ｝

ｲ
軋
参
W
骸
に
献
ず
べ
斗
・
も
の
少
か
ら
ず
。
殊
に
巻
三
に
は
宋
末
話
池
思
老
り

詩
准
錐
・
し
患
償
糠
概
の
情
筆
暴
の
縄
に
流
露
ぜ
噂
。

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
せ
　
　
も
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も

　
　
　
　
㊨
明
遺
民
録
四
十
八
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
不
慧
撰

本
書
は
穐
氏
の
宍
遺
民
録
、
豪
氏
の
慶
宍
遺
民
錐
に
彷
ひ
作
れ
る
も
の
に
・
し

て
、
こ
の
雨
書
の
一
は
僅
F
十
一
人
、
他
は
四
百
鐡
人
ケ
録
妊
る
に
銅
・
し
本

書
に
は
凡
八
百
尋
人
を
傳
ぜ
り
。
明
末
弘
光
永
暦
の
間
宗
室
逡
臣
の
鹿
具
を

渡
弓
1
、
、
延
甲
に
趣
く
も
の
八
百
餓
人
、
更
に
海
を
渉
り
て
南
洋
に
移
れ
る
も

　
　
　
　
り

の
二
蘇
張
人
あ
り
し
が
，
本
書
ほ
展
く
明
の
潰
霧
中
よ
り
學
徳
技
藝
に
秀
で

れ
ろ
も
の
を
揮
べ
る
も
の
に
て
、
郎
義
，
唐
復
興
、
胡
承
諾
、
力
以
智
，
葎
認
李
、

黄
宗
義
、
王
威
之
、
陳
洪
綬
、
顧
炎
武
．
孫
照
臨
一
萬
斯
大
智
よ
り
町
家
、
陽
媛
に

及
び
、
載
録
細
評
な
ら
す
ミ
難
、
よ
く
要
を
得
叉
文
飾
少
・
し
。

　
　
　
ロ
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
も

　
　
　
　
働
漸
汀
團
書
翰
叢
書
第
一
集
第
二
集
　
　
　
　
　
丁
軸
距
撰

第
一
集
に
は
漢
書
、
後
漢
霞
、
＝
繭
志
、
晋
書
・
宋
苔
南
齊
書
・
梁
書
、
魏
書
．
四

書
、
晴
書
、
新
唐
書
、
無
五
代
史
、
栄
蘭
、
遼
典
，
金
儲
、
元
吏
、
閣
蝋
燭
の
外
目
傳

叉
は
外
國
に
闘
ず
ろ
寵
墨
十
七
種
の
地
理
上
の
聖
運
を
三
十
五
谷
に
編
ぜ
る

も
の
に
・
し
て
、
そ
の
凡
例
に
史
記
旬
奴
傳
は
後
期
飛
雨
附
記
の
始
を
な
ぜ
ご

・
も
、
漢
誰
日
は
之
ヶ
・
探
・
八
・
し
い
更
に
U
詳
を
無
へ
六
・
わ
を
…
以
て
之
を
省
時
り
ろ
・
、
．
こ
、
ご
　

國
志
記
す
る
所
の
外
國
の
事
蹟
ぼ
過
精
な
れ
こ
も
、
幸
に
表
松
之
の
注
に
顕

爵
の
前
略
を
培
入
・
し
滲
究
に
費
す
べ
吾
・
を
以
て
之
を
も
勢
子
ぜ
る
こ
ご
，
遼

鑑
二
號

一　

ﾊハ

l
　
　
（
三
五
〇
）

吏
に
外
揚
傳
な
く
、
金
吏
亦
殊
に
錬
切
な
れ
こ
も
毎
勉
書
に
櫨
り
詳
梗
浦
列

こ
て
考
識
二
巻
を
作
“
る
こ
ご
、
宍
書
の
倭
國
総
明
史
の
撒
雪
見
筆
修
は

共
に
雨
國
の
中
國
を
卸
侮
異
し
こ
ご
明
か
な
る
に
、
千
百
、
年
襯
之
を
指
輔
ぜ

ざ
り
・
し
が
本
書
蘇
に
曲
事
を
明
記
ぜ
る
こ
ご
、
孜
誕
の
際
に
は
地
望
を
撲
り

情
思
を
度
り
舗
装
向
を
籍
r
∵
し
逡
近
〃
・
察
・
し
時
h
口
を
核
・
し
嚇
遺
途
を
考
へ
H
同
異
を

辣
じ
疑
似
を
跳
ぐ
の
八
事
を
深
く
注
意
す
べ
き
こ
・
奪
を
羅
げ
れ
り
。
涌
亡

て
本
膳
に
は
先
づ
原
書
の
章
句
を
接
げ
逐
次
放
謹
を
録
し
甘
口
大
に
努
め
六

d
り
。

第
二
集
に
拭
穆
天
子
傳
地
理
考
離
六
馨
附
申
島
人
種
所
從
露
坐
二
天
子
傳
紀

要
干
支
表
讃
日
沃
顯
佛
幽
記
地
理
考
謹
一
巻
，
後
魏
宍
雲
閥
域
求
強
記
地
理
考

謹
一
巻
。
二
黒
麟
機
大
鷹
繭
域
記
地
理
考
謹
一
巻
附
録
一
谷
印
度
風
俗
総
記

一
奮
∩
唐
祉
環
経
行
記
地
理
要
事
一
谷
，
元
耶
律
為
書
西
嶺
録
地
理
渚
霞
一
懸

元
秘
史
地
理
考
謹
十
猷
巻
阻
元
秘
史
作
者
人
名
敦
，
元
太
藤
成
吉
思
汗
編
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

大
事
記
、
元
初
鬼
山
大
勢
論
．
元
皮
膵
輝
赫
思
砦
黒
焼
不
嚢
郭
賢
明
等
簿
地
理

孜
，
郭
侃
関
鍵
。
育
苗
武
親
征
錐
地
理
考
謹
一
巻
。
元
経
世
大
典
鯛
地
理
考
謹

三
巻
、
附
元
史
地
理
志
西
北
地
附
録
元
張
番
議
事
卿
紀
行
地
理
考
詮
一
巻
し

元
長
誉
眞
人
西
再
審
地
理
考
謙
一
巻
。
元
劉
郁
別
使
証
三
惑
考
謹
一
了
い
清
圏

理
環
異
城
鋒
㎝
地
理
考
識
一
巻
馨
を
搾
め
全
部
三
十
四
巻
、
こ
な
れ
り
。
毎
書
初

に
凡
例
を
示
こ
て
研
究
方
針
の
大
綱
を
明
に
・
し
，
本
文
の
研
究
に
に
洋
書
を

引
参
考
・
し
論
卿
詳
密
嬢
司
。
一
人
に
て
孟
く
遺
子
三
十
癒
の
地
蝿
的
放
謹
を

虜



9

な
ぜ
る
を
以
て
悉
く
正
確
昂
り
巴
い
ふ
を
得
ざ
れ
こ
も
、
博
く
諸
書
を
多
擬

し
て
考
察
を
施
理
る
が
故
に
頗
ろ
便
利
に
・
し
て
山
雲
新
な
る
見
解
を
立
て
六
ろ

所
も
少
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　
へ
　
も
め
　
セ
　
も

　
　
　
　
⑰
澱
鼻
集
第
｝
第
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
啓
超
撲

支
那
第
三
革
命
の
記
事
に
こ
て
初
に
藥
鍔
の
序
文
あ
り
。
全
部
を
四
編
に
分

ち
第
一
編
公
証
に
は
裏
話
魏
北
烹
讐
冠
、
雲
南
贋
西
致
北
京
最
後
蓮
牒
電
、

雲
貴
慶
西
致
谷
省
起
電
、
雲
量
搬
告
全
戸
丈
、
謹
國
軍
政
府
寛
醤
等
を
載
ゼ

第
二
雨
露
贋
に
に
上
大
総
統
書
、
戦
察
松
鼓
第
蹴
書
等
を
艶
こ
、
第
三
編
電

報
は
簡
麗
な
う
も
の
、
第
四
編
論
女
に
に
國
贈
…
画
題
與
外
交
、
m
醐
復
轟
論
尋

を
録
し
別
に
附
録
こ
し
て
圃
艦
戦
孚
躬
劇
談
、
五
年
來
之
敏
訓
等
あ
り
。

　
　
　
　
　
ヤ
　
へ
　
や
　
も
も
　
も
　
へ

　
　
　
　
爾
W
士
n
石
肌
叢
蛮
日
高
一
雨
酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
職
塩
拠
玉
編
馴

此
中
に
は
佛
蘭
四
圓
書
適
所
臓
の
敦
煙
麿
籍
曽
爾
書
卓
女
残
巻
、
羅
氏
所
藏

の
敏
焼
古
海
本
道
書
龍
巻
、
嗣
影
北
一
天
藤
本
律
音
義
、
日
本
高
山
崇
藏
北

宋
磁
齊
畏
網
結
淺
巻
、
永
樂
大
典
木
撚
寒
期
，
敦
焼
石
室
本
開
元
窺
本
本
艸

集
注
序
錐
淺
巻
，
大
雲
否
庫
本
唐
鰯
本
卜
簾
残
巷
、
知
慰
院
藏
古
無
情
三
三

法
師
表
土
、
瀞
出
氏
藏
宋
薬
巷
子
本
烈
烈
指
南
圃
讃
．
徳
富
氏
藏
宋
辻
三
藏

注
説
取
経
記
千
本
の
十
種
を
攻
め
、
何
れ
も
源
書
を
影
印
し
て
其
悌
を
仔
ぜ

り
。
就
中
齊
民
需
術
は
第
泥
種
．
桑
種
豊
山
輸
櫨
漆
種
醗
伐
木
等
の
都
ε
第
八

作
花
鞭
作
辮
作
酪
作
奨
腿
等
の
蔀
芒
を
存
・
し
、
照
波
圃
ほ
元
陳
椿
の
撰
に
て

も
ミ
元
初
の
提
幹
が
作
り
ε
藤
圃
を
補
成
ぜ
る
も
の
な
り
Q
此
書
に
製
購
　
援

第
ご
奮
　
　
紹
介
　
　
圓

書

を
順
次
圓
観
に
侠
峠
て
示
ぜ
う
も
の
に
し
て
腎
圃
は
四
十
五
個
、
何
れ
も
薔

院
の
謹
家
の
筆
に
成
れ
る
繕
巧
無
比
な
ろ
も
の
．
其
雲
譲
も
極
め
て
緻
麗
鉱

り
Q
而
亡
て
圃
後
に
■
一
々
説
明
ε
詩
ξ
を
附
し
、
艶
術
及
び
産
業
史
上
大
に

汰
意
す
べ
、
き
も
の
な
り
◎

　
　
　
　
　
も
　
セ
　
も
　
も
　
も
　
へ

　
　
　
　
⑭
古
鋭
貫
録
三
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
振
鼓
撰

巻
上
に
ぼ
紀
年
あ
ろ
も
の
三
十
三
薩
を
集
め
．
製
作
は
漢
の
元
興
よ
り
明
の

甦
武
じ
至
り
、
支
那
識
家
の
品
よ
り
日
本
冨
岡
氏
桑
名
氏
の
灰
戯
に
及
び
，

何
れ
も
皆
古
鏡
中
の
漁
品
に
・
し
て
時
代
旋
定
の
標
解
ミ
な
り
製
浦
攣
蕩
の
次

第
を
明
茄
す
る
も
の
な
り
。
熔
中
の
六
十
九
面
，
巻
下
の
五
十
五
瞬
ほ
皆
交

宇
刻
鑛
の
耀
蜂
な
る
を
漂
遊
ぜ
る
も
の
に
し
て
、
銘
僻
な
き
も
あ
れ
ご
多
く

は
交
字
め
り
、
形
大
に
過
ぐ
ろ
は
縮
印
・
し
、
総
下
の
終
に
近
え
爾
夏
．
契
丹
、

金
の
羅
宇
を
書
ぜ
る
懸
紐
あ
り
。
全
数
百
五
十
溝
隠
、
外
に
補
逡
二
面
あ
り
。

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
し
　
　
も
　
も
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
し
　
　
　
も
　
コ
　
ぬ
　
も
　
じ
　
ヤ

　
　
　
　
重
日
唐
以
來
官
立
集
存
、
同
輔
澁
，
同
靴
錐
各
一
巻
　
羅
振
玉
撰

本
書
に
は
陳
の
成
立
門
鼠
戸
則
治
丞
印
を
始
め
、
陥
の
慶
聡
警
印
灘
陽
縣
即
、

庸
の
温
良
懸
隔
、
雛
林
遣
縫
略
使
印
、
博
陵
郡
印
等
よ
り
五
代
の
器
使
印
に
至

る
二
十
、
朱
の
雲
安
軍
印
永
定
關
概
新
記
印
以
下
指
揮
鰯
印
等
四
十
八
、
遼
の

州
綾
錦
院
記
印
、
西
夏
丈
字
あ
る
も
の
を
加
へ
附
夏
鳥
全
館
、
金
の
韓
藍
庫

諸
夏
造
紗
印
都
統
ゆ
萬
戸
等
七
十
、
元
の
啓
蟄
花
赤
印
國
宇
め
る
等
三
十
五
、

…
閉
印
南
や
一
、
催
…
爾
十
等
二
百
二
十
五
印
を
牧
む
。
此
中
雛
氏
の
集
古
窟
印
考

讃
に
見
ゆ
る
も
の
四
十
三
、
兵
務
の
無
官
則
考
略
に
見
ゆ
う
も
の
四
十
四
を

第
二
號

一
山
ハ
五
　
　
（
一
二
五
一
）



第
二
巻
　
　
紹
介
　
　
圃

ご111

い馨

除
き
百
三
十
八
印
は
全
く
本
書
に
依
り
て
煙
ト
示
さ
“
し
も
の
な
り
。
爾
補

慧
に
は
宋
　
金
八
元
三
明
三
印
を
入
れ
、
附
録
に
は
唐
五
代
天
綴
十
三
遼
｝

金
十
一
短
六
明
十
・
】
二
本
を
取
【
り
、
皆
大
に
・
溝
上
の
謬
考
に
供
寸
．
べ
斗
・
も
の
な
踊
り
。

　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
り
　
　
ゆ
　
　
の
コ

　
　
　
　
⑱
金
泥
石
屠
ご
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
振
玉
垂

巻
上
に
拭
印
子
金
、
古
矢
鎌
、
合
符
師
比
，
裂
毛
、
銅
器
．
銅
搬
、
銅
馨
、
銅
鐘
．
銅

塔
、
銅
御
等
凡
五
十
一
品
の
墨
拓
を
影
出
し
．
巻
下
に
に
古
屓
、
瓦
當
筒
，
堤

満
，
泥
塔
，
日
暑
，
石
軟
岩
等
二
十
五
品
の
拓
本
を
飲
め
敦
り
。
悲
母
品
に
乙

て
影
拓
の
み
に
て
も
甚
だ
膚
聖
な
る
も
の
な
り
∩
〔
以
上
膚
高
〕

　
　
　
　
　
り
　
め
　
も
　
も
も

　
　
　
　
⑳
西
洋
土
祐
史
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
村
川
整
固
著

断
洋
に
於
け
る
古
代
庚
研
究
は
臼
に
月
に
莚
諄
し
て
葱
説
ほ
愚
弟
に
破
壌

ゼ
ら
離
、
幾
多
の
新
撰
見
に
律
う
て
獅
創
的
研
究
漸
次
装
表
也
ら
れ
、
斯
學

の
颪
目
薩
套
を
貌
し
て
絶
ね
す
更
漸
ぜ
ら
れ
つ
・
あ
ろ
今
B
、
我
園
に
於
て

は
依
然
こ
し
て
陳
腐
な
ろ
奪
知
識
か
流
布
ゼ
ら
れ
て
．
邦
交
著
書
中
陣
・
し
き

上
古
史
の
知
識
を
傳
ふ
る
の
甚
だ
稀
少
塚
ろ
は
實
に
焼
目
ぐ
」
す
べ
き
な
り
。

本
欝
碇
こ
の
園
隔
を
補
ふ
べ
再
・
好
調
ド
こ
て
、
屯
露
天
備
町
士
の
幣
，
爾
洋
時
代
・
更

柵
観
，
中
冊
桝
」
ご
八
つ
ト
嘩
年
に
ザ
於
ゆ
り
’
か
画
洋
巾
外
界
爪
り
双
壁
ご
濾
す
べ
｝
・
も
の
蕉
ん

本
書
中
に
現
れ
六
る
既
設
は
著
着
が
最
新
の
研
究
に
櫨
り
、
面
も
巌
疋
な
る

批
列
の
態
度
を
以
て
…
家
の
見
解
を
毅
表
ゼ
る
も
の
に
・
し
て
類
書
甲
に
見
る

、
、
ご
を
得
ざ
ろ
油
目
す
．
（
、
き
論
短
親
察
紗
か
ら
ざ
る
な
弓
。
本
書
彊
篇
二
＋

一
章
こ
れ
に
緒
論
ψ
附
し
て
約
四
百
頁
無
を
最
古
の
國
民
集
團
．
皿
ジ
プ
ト
、

第
二
號

一
山
ハ
轟
ハ
　
（
三
五
二
）

バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
ベ
プ
ラ
イ
，
フ
ェ
ニ
キ
ア
に
起
・
し
、
第
ご
章
に
ア
ッ
シ
リ
ア
の

興
亡
、
四
國
鋤
立
、
第
、
・
・
　
章
に
ペ
ル
シ
ア
の
統
…
を
蓮
べ
．
第
四
章
よ
り
第
十

章
に
碧
玉
ギ
リ
シ
ア
時
代
を
、
第
十
一
章
よ
り
第
二
十
一
章
廻
嘱
望
マ
滅
亡

に
至
ろ
迄
・
ー
マ
史
を
論
叙
・
し
六
り
。
吾
人
は
甚
等
の
各
草
．
」
．
よ
り
て
上
古

諸
民
族
の
隆
替
興
亡
、
祉
曾
蛋
活
の
推
移
獲
展
、
各
時
代
文
化
の
實
相
に
亘
り

曜
實
な
る
知
識
を
敗
得
・
し
喜
べ
く
「
叉
賊
ハ
味
深
く
有
益
な
る
既
論
見
解
に
接

す
る
を
得
べ
・
し
。
猿
に
本
書
の
文
膿
が
質
「
實
乱
闘
索
ド
∵
し
で
、
、
　
一
般
の
歴
吏
著

蓮
を
親
る
が
如
き
慣
用
的
の
修
館
浮
誇
の
髪
飾
を
遅
げ
．
挙
明
に
し
て
而
も

力
強
き
筆
致
を
以
て
叙
訊
也
・
り
れ
六
う
に
源
畦
’
ト
荘
醤
誇
ヲ
ベ
斗
・
所
な
ら
～
～
）

　
　
　
醗
瓢
隔
陥
」
唱
q
旺
。
箋
　
〉
づ
　
】
二
δ
含
。
窺
9
回
ε
夢
Φ
図
8
琶
ヨ
h
。
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一
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c
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H
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焦
日
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ソ
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（
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一
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ン
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Φ
コ
q
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、
　
　
　
　
　
　
　
　
U
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
》

　
　
　
（
H
し
9
乙
9
ご
ぢ
賦
）

　
本
書
け
P
辺
8
3
世
に
出
で
れ
る
並
並
経
濟
史
の
好
薯
レ
・
し
て
、
共
弟
一
巻
中

世
の
部
に
於
て
難
い
ζ
§
霞
．
の
起
源
、
維
織
、
滑
革
及
専
業
外
の
革
擁
に
關
す

る
論
蓮
よ
り
、
都
議
の
鰻
蓬
，
市
傷
．
華
寿
組
合
、
系
織
工
業
の
諸
王
題
ケ
説

き
、
最
後
に
罰
外
傷
商
及
國
康
財
敷
の
・
箕
柑
を
叙
暫
し
六
り
。
右
の
内
著
者

が
最
も
力
を
泣
ぎ
し
芝
浦
に
る
・
は
都
市
歳
活
並
び
に
工
業
の
獲
達
に
關
す

る
章
句
匹
し
て
、
間
々
創
見
ご
曝
す
べ
き
鰍
乏
・
し
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
尺
膿

に
於
て
本
書
の
特
色
拭
從
楽
の
諸
研
究
を
よ
く
取
捨
撰
捲
〔
、
綜
合
按
排
鷹

る
r
『
の
己
り
て
、
　
辮
・
し
斗
・
臼
兄
解
鰍
醐
㎞
蹴
は
甚
軽
μ
短
小
ノ
な
d
り
ぐ
」
云
ふ
べ
．
・
し
。
隊
に

‘

■


